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＜横山＞それでは、ただ今より、シンポジウム
「スポーツとメディア　報道とエンターテインメ
ント性」を開催させていただきます。私は、本日、
コーディネーターを務めさせていただきます法
学部の横山です。よろしくお願いします。開会に
先立ちまして、総合政策科学研究科長の新川先
生からご挨拶がございます。
＜新川＞皆さん、こんにちは。よくお出でいただ
きました。本研究科では、例年、スポーツ政策の
シンポジウムをやってまいりました。昨年はラ
グビー、一昨年は野球、今年はサッカーを中心に
シンポジウムを開くことになりました。今日は
「スポーツとメディア」ということで、スポーツ
文化、我々の社会の中にスポーツそのものがど
う根づいていくか、スポーツを通じて、より豊か
な社会を実現していくことを考えるための重要
なきっかけでありますスポーツとメディアの関
係について、特にサッカーにかかわりの深い
方々にお出でいただき、いろんな角度からご議
論いただける機会を持つことができました。本
研究科では、こうしたスポーツにかかわる政策
や経営、マネジメントの問題をできるだけ幅広
く考えていき、より豊かな社会を建設できる、こ
れからのスポーツのあり方、スポーツを取り巻
く社会環境のあり方を考えていきたいと思って
おります。ぜひ今日のシンポジウムが実りある
ものになるよう願っております。
　本日のパネリストとして、高本さんはスポー
ツの経営の立場から、潮さんは報道する側の立
場から、また中西さんは選手であり、かつコメン
テーターとして活躍しておられる立場で、それ
ぞれお話をいただけると思います。本学の川井
助教授も含めて幅広くご議論いただき、会場の
皆様にとって、より豊かな発想につながってい

く機会になっていけばと念願しております。ま
ずは開会にあたりまして、ご挨拶と御礼とさせ
ていただきます。今日はどうもありがとうござ
います。
＜横山＞　「スポーツとメディア」ということで
すが、今やスポーツが先なのか、メディアが先な
のかわかりません。メディアによってスポーツ
がつくられる。ルールは変えられますし、映像メ
ディアでは時間帯によって試合開始も設定され
る。言葉としてはみなさんお聞きかと思います
が、スポーツはキラーコンテンツなんだ、と。メ
ディアはその有効なソフトとしてスポーツを
扱っている。見ている方は面白いのですが、た
だ、ドラマ仕立てにしたり、スポーツのエンター
テインメント性が、低俗な形での伝わり方をし
ているのではないかという危惧もあります。ス
ポーツをされる方は多いかと思いますが、一瞬
のプレーに自分の考えなり、思いが現れている
わけです。スポーツの本質というか、選手が持っ
ているものをそのまま伝えていただければいい
のですが、放映権の問題とか経済効率の問題が
出てきますので、それだけではファンが出てこ
ない。お祭り騒ぎでいけばファンが来るのでは
ないか、財源になるのではないかと、少し悪循環
に陥っているのではないかと思います。こうい
う問題にそれぞれのご専門のお立場から今日は
アプローチしていただいて、スポーツとメディ
アの悩ましい関係の位置づけをまず確認しまし
て、今後、望ましい形にどう持っていけばいい
か、答えが出ればいいですが、多分、難しいと思
います。皆さんからもご意見をいただき、今後、
我々が考えていくための一つの方向性を今日は
見出せればと考えております。
　パネリストの先生方をご紹介致します。政策
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学部の川井圭司先生です。川井先生はスポーツ
法学がご専門です。労働法を中心に法学部で研
究され法学博士号もお持ちです。２年前、プロ野
球の問題が取り沙汰されました。プロ選手たち
の法的な保護、地位づけはどうなっているかを
ご研究されています。本日は、ユニバーサル・ア
クセス権、これは、特別にお金を払わなくても地
上波でスポーツを見られる権利です。この問題
が日本ではまだあまりなじみがないのは、逆に
言えばスポーツ文化がまだ浸透していない証拠
だということですが、そのあたりについて各論
をお話していただきます。
　株式会社徳島ヴォルティス社長の高本浩司さ
んです。高本さんは本学のサッカー部でご活躍
の後、大塚製薬に入社、そこのサッカー部でも
キャプテンを務められ大活躍された後、37歳の
若さで社長に就任されました。Jリーグのクラブ
の代表としてプロスポーツの球団がメディアに
どういう報道を期待しているか。現実との
ギャップはどこにあるか。思いの丈をぶつけて
いただくというお願いをしました。
　本日の共催をお願いしました朝日新聞社の東
京本社スポーツ部記者の潮智史さんです。潮さ
んは筑波大学のサッカー部ご出身です。その後、
朝日新聞社に入社、社会部、編成委員をお務めの
後、現在はスポーツ部記者として活躍され、朝日
新聞にウェーブというコラムがあります、そこ
に署名入りの記事も書かれています。『日本代表
監督論』を公刊されています。潮さんからは、ご
自身もスポーツマンとして思いがあるかと思い
ます。新聞社に所属され、公共性が問われます
が、そのあたりの兼ね合いを踏まえて「私が伝え
たいスポーツ文化」をお話していただく予定で
す。
　スポーツコメンテーターの中西哲生さんです。
テレビ等でご活躍ですが、中西さんも同志社大
学サッカー部でご活躍されました。Jリーグの名
古屋グランパスエイトで５年間、その後、川崎フ
ロンターレではキャプテンとして、当時、J１昇
格にご尽力された選手です。現在は多くのメ
ディアでサッカーを熱く的確に分析され、専門
性を伝えようと、今までと違う分析を加えよう
とアピールされておられます。Jリーガーの経験
やスポーツコメンテーターの立場から、スポー
ツジャーナリズムとは何かについてお話してい
ただきます。

　それでは川井先生からお願いいたします。
＜川合＞私はスポーツ法学を研究しております
ので、今回、スポーツとメディアについて法的な
視点からアプローチしてみたいと思います。そ
もそもスポーツはアマチュアリズムを前提に発
展してきました。その後、アマチュアリズムの見
直しが行われ、特に1984年、ロサンゼルスオリ
ンピックで商業化に向けて大きな転換をしまし
た。それが放映権の高騰につながり、独占化、有
料化がキーワードになってきます。最終的には
ユニバーサル・アクセス権をめぐる議論、お金を
払わずにテレビでスポーツを視聴できる権利と
して認めるべきかどうかが、特にヨーロッパを
中心に議論されています。そういう点について
お話をさせていただきます。
　アマチュアという言葉が発生してきたのはイ
ギリスで、アマチュアには二面性があると言わ
れています。一つは純粋スポーツの追求。金銭を
モチベートにスポーツをやるべきではない。純
粋にスポーツに打ち込むべきだという価値観で
す。同時にブルジョワジーによる労働者階級の
排除が、実はアマチュアリズムの中に隠れてい
ることが指摘されています。1879年、ヘンリー・
レガッタのスポーツの委員会規定に初めてアマ
チュア規定が制定されたと言われています。書
かれているのは「お金の関係で働いたことがあ
る者についてはアマチュアとして認めない。特
に現在及び過去において賃金で雇われた者、職
工、職人、労働者である者、またはあった者」。労
働者階級を排除しているものに他ならないわけ
です。
　近代オリンピックが始まりました1896年から
今のようなアマチュア規定が存在し、体育教師
などについては参加が認められない規定があり
ました。これが現実との乖離が出てきまして、ス
テートアマの存在がクローズアップされ、この
ままアマチュアリズムをオリンピックで堅持す
ることはできないということで、1974年、改正・
廃止していくことになります。最終的には各国
際スポーツ連盟に決定を委ねていく。IOC国際オ
リンピック委員会の立場から、アマチュアもプ
ロもこれについてはコメントしない。各国際連
盟において決定してくださいと権限委譲してい
くことになります。プロ化に進んでいきました
のがサッカー、アイスホッケー、テニスでありま
す。23歳以下のプロ選手の参加を容認していっ
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たのが1985年であります。その後も92年のバル
セロナではバスケットボール、ドリームチーム
と言われるMBLのチームも参加しました。2000
年のシドニーオリンピックではプロ野球選手の
参加が認められたという経緯があります。
　さらに五輪マークについて独占的に使用して
いく。使用については徹底的に管理して、この
マークを使うためにはきっちりしたスポンサー
になること。スポンサーの数も相当限定してい
く。ブランド価値を高めることによって商業化
を進めていく方向になります。
　これは、日本向けのオリンピックの放映権料
の高騰の図表です。１年前のアテネでは170億円
という金額が日本から放映権料として支払われ
ています。1984年のロサンゼルスオリンピック
がプロ化に進み出したターニングポイントと言
われますが、現在ではロンドンの五輪について
も開催土地の候補が９カ国にわたったわけです
が、この当時はロサンゼルス以外の都市は手を上
げない。オリンピックを引き受けると赤字になる
ということが前提でした。それを引き受けたロ
サンゼルスはこれを大黒字に転換していくこと
になります。実際、ロサンゼルスを契機に鰻登り
に放映権料が上がっていく経緯がありました。
　メディアの商業化が進むことによって、ス
ポーツ自体に若干の変更が見られました。ソウ
ルオリンピックの時には陸上男子100 メートル
決勝で、カール・ルイスとベン・ジョンソンが出
場しました。視聴率で一番稼げるのはアメリカ
です。アメリカのメディアで流す場合はプライ
ムタイム、ゴールデンタイムに設定したい。現地
では早朝です。アメリカからの放映権料を重視
して最終的に早朝から準備して選手を走らせる
ことも実際に行われたということもあります。
　サッカーのワールドカップの放映権料の高騰。
延べ視聴者数。放映権料は日韓のワールドカッ
プでは1,232億円。総額ですが、相当の金額に上っ
ています。次のドイツの大会で数値はわかって
いませんが、2010年の南アフリカでの大会では
1,340億円という朝日新聞の報道がありました。
どの種目が人気があるか。ダントツはサッカー。
ワールドカップで延べ視聴者数が334億人。世界
人口が60億人とすると相当数が視聴していると
言えます。
　日本でスポーツがどれほど視聴率を獲得して
きたか。トップ５。第５位、すべての番組の視聴

率からですが、世界バンタム級タイトルマッチ。
ファイティング原田対エデル・ジョフレ。第４位
がプロレス。WWA世界選手権、デストロイヤー
対力動山。第３位。2002年ワールドカップのトー
ナメントで日本対ロシア。ここまでスポーツが
占めています。第２位、東京オリンピックです。
女子バレーの日本対ソ連他。第１位もスポーツ
で占めますとすべてスポーツですが、残念なが
ら１位はNHK紅白歌合戦。それでもスポーツが
相当の視聴率を獲得していることが言えるわけ
です。
　１位から10位まで。トップ10。紅白歌合戦は
視聴率が81.4％。現在では考えられない数字で
す。高い視聴率を稼ぎだしていたのが1960年代
の始めです。まだエンターテインメントも発展
していなかった。チャンネルも今ほど多くな
かったことによって高い視聴率が獲得し易かっ
たと言えるかもしれません。それに対して注目
すべきは2002 年のワールドカップであります。
66.1％。現在においても相当高い、他ではなかな
かこの視聴率は稼ぎだせないのではないかと思
います。ファイティング原田さんもすごいです
ね、５位と８位に二つあります。１位から10位
までの間に何と７つがスポーツで占められてい
る。日本だけではなくアメリカでもベスト５ま
ででは、NFLのスーパーボウルが占めます。
　ここまでスポーツの商業化で進んでいくと、
どういう影響を及ぼしていくか。カラー柔道着
の導入、バレーボールのラリーポイント制、陸上
100メートルの決勝の話とか。この場で議論され
ていくはずのスポーツ報道のエンターテインメ
ント化、バラエティ化の影響と言えるかと思い
ます。
　特にキーワードはメディア王と言われるル
パール・マードック、オーストラリア人の話で
す。イギリスのメディア界にも進出しています、
アメリカでも５大ネットワークと言われるもの
の一つ、フォックスを彼が牛耳っている。イギリ
スでもサッカー界についてはマードックが一手
に引き受けていることもあります。タイムズ、サ
ンとか有名な活字体のメディアについても支配
している。特にイギリススポーツ界への進出に
ついてお話をしたいと思います。BスカイBとい
うBritish のB、日本の場合はJになります。アメ
リカはA・SKY・Aになります。マードックによ
るプロスポーツ放映の独占化、有料化が進んで
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いったのが1990年代から、それからどんどんと
ヨーロッパで問題になっていきます。メリット
について。一つはBスカイBは地上波での放映よ
りも圧倒的に多くのスポーツ番組を提供するこ
とができる。１日中、スポーツ番組を提供するこ
とになりますので、年間8,700くらいの時間帯の
放送が可能になる。かたやBBCでは頑張っても
約1,400時間ほどです。スポーツファンにとって
は選択肢の増大につながっていく。一方でス
ポーツ団体にとっては大きな収入が獲得できる。
スポーツのスタジアムの整備、海外からのス
ター選手の獲得、草の根レベルの人材育成にお
金を回すことができる。そういう意味ではス
ポーツの発展に寄与する面も十分にあると言え
るわけです。
　しかしその一方で、どんどん進行していくとB
スカイBが大きな力を持ち過ぎ、すべてのスポー
ツが有料化になっていく。地上波での視聴がで
きなくなるのではないかという危惧が実際にイ
ギリスでは起こってきたわけです。イギリス議
会では真剣に議論が進められていきます。今ま
でスポーツを通じて青少年がスポーツに携わり、
人格の形成をし、仲間をつくってきた。この文化
が失われてしまうのではないか。一定のお金持
ちだけのアクセスに止まり、ユニバーサルとい
うすべての人たちが簡単にスポーツメディアに
接することができなくなってしまうのではない
か。イギリス議会で議論されたものですが、ハウ
エル卿というスポーツについて意見を出してき
た方の演説の一部です。「青少年は地上波テレビ
ですばらしいスポーツを見て、自分もやってみ
ようとするのである。放映権の自由を主張する
人たちは青少年をスポーツに導き、奮起させる
義務があることを忘れてしまっている」、と。儲
けのことだけを考えている。それは許されない
という論調です。
　実際にオリンピックの場合は、公金、税金が投
入されている部分がある。我々が支払ったお金
で選手を育てている環境があるのであれば、選
手たちの活躍を見る権利があるという主張もな
されています。最終的にイギリスではユニバー
サル・アクセスを認めるべきだという議論が
勝って、指定行事としてAグループ、Bグループ
に分かれるわけですが、一定のスポーツについ
てAグループについては独占の放映権料の獲得
は認めない。無料での視聴を保障するスポーツ

が上がっています。言うまでもなくオリンピッ
ク、サッカー、ウィンブルドンのテニスの本戦、
ラグビー、競馬がイギリスで認められている特
定指定行事のグループAです。国家において大事
にすべきだという位置づけです。Bはクリケット
を始めいくつか上がっていますが、これらにつ
いては、独占の放映権料の獲得は認めるが、二次
的放映権、録画放映については必ず他のメディ
アに与えていく必要がある。ライブでは独占し
てもいいが、二次的な放映について他局にも放
映を認めていく。ダブル・スタンダードを置きま
して、AグループとBグループに分かれているわ
けです。
　1950年代からイギリスでは特定指定行事とい
う言葉をつくっていましてリストアップしてい
ます。メディアとの関係でクローズアップされ
てきて、ユニバーサル・アクセスという言葉で議
論され出したのは1990年代になってからですが、
50年代からどういうスポーツについて特定行事
にするか、スポーツ以外についても何をもって
特定指定行事というのかについて議論されてき
ています。1950年代からクリケットは入ってい
たのですが、今回の1996年以降の指定行事につ
いては、自ら辞退したい、BスカイBで放映して
ほしい、その方がお金が潤うからと主張して、最
終的にはBスカイBの放映の中に入り込むこと
によって資金を潤沢に抱え、一方ではクリケッ
トの振興を考えていこうと、政策的に望んだと
いうことがあります。
　アマチュアリズムを前提にスポーツが発展し
てきた。それがアマチュアリズムの見直しがあ
り、1984年のロス五輪がターニングポイントに
なったこと。商業化が加速していき、カラー柔道
着の話、ラリーポイント制、陸上競技の時間帯の
問題が出てきたこと。放映権料がどんどんと高
騰していった。独占化、有料化の動きが見られ
る。その中でスポーツ団体は自主的な財源を確
保していった。一方ではメディアの側からは競
争がどんどん激化していったことが指摘できま
す。
　今回のシンポジウムでは重要なキーワードと
なるスポーツ報道のエンターテインメント化も、
民間のメディア放送会社であれば、視聴率を稼
ぎだすことが至上命令ですから、いかにして視
聴率を稼ぎだすかといったスポーツのエンター
テインメント化の動きも見られるところです。
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これに対して公共の放送であれば、そういう心
配はないという位置づけになるかと思います。
その流れの中でユニバーサル・アクセス権をめ
ぐる動きが、特にヨーロッパで議論されてきた
経緯があります。メディア側には営業活動の自
由がある。これは基本的人権の一つであります。
自由に営業してもよろしい。ただしこの自由は
公共の利益に反してはいけない。日本国憲法の
公共の福祉に反してはならないということです
が、このバランスをいかにとるかが重要な議論
になっていくと言えそうです。
　メディア・リテラシーが今後は必要になって
くる。現在も注目されていますが、そういう視点
からスポーツの公益性の認識をもう一度考え直
すべき時に来ているのではないか。こういうも
のの適切なバランスを考える中で、スポーツと
メディアの良好な関係を生み出していく必要が
あるということが、私からの提言です。
＜横山＞ありがとうございました。視聴率第１
位は紅白歌合戦ということで、音楽とスポーツ
は身近な生活文化だということが納得出きまし
た。それだけにご指摘のように、公共性や利潤が
絡んでくるとお聞きしました。続きまして徳島
ヴォルティスの高本さんから「球団がメディア
に期待する報道」でご講演をいただきます。
＜高本＞Jリーグというプロのサッカーリーグが
あります。J１が18チーム、J２が12チームです。
徳島ヴォルティスは今年初めてJ２に四国の徳島
から参入しました。１年目でスタートしたばか
りですが、徳島は今、人口が81万人です。10年
後には徳島県全体で60万人台に減るだろうと予
想されています。そういう小さい県、小さいエリ
アで、どういうふうにスポーツクラブがメディ
アに、報道に期待するかということでお話させ
ていただきたいと思います。
　そもそもスポーツクラブにとって、球団に
とって、メディアとは何か。大きく分けて二つあ
ると思います。一つはチームや選手、またはスポ
ンサー企業の商品であったり、企業名をPRする
場である。試合をやる、メディアが取り上げてく
れなかったらチームや選手の知名度は上がらな
い。それに伴ってそこに協賛してくれているス
ポンサーメリットがなくなる。スポンサーが
バックアップしてくれない。球場ではどうか。ス
タジアムでは一般視聴者に情報が行かないこと
によってスタジアムは一杯にならない。そうな

ると選手のモチベーションが上がらない。パ
フォーマンスのいい試合はできない。このよう
にメディアがないと悪循環が生まれてしまう。
　もう一つは収入源の一つである。これが経営
者としてはありがたい部分でありまして、大き
な収入は入場料収入、スポンサー収入、放映権収
入、マーチャンダイジング・グッズの収入になっ
ています。この４つが収入に上げられます。J１
では、Jリーグは分配金で各チームに同じ金額を
分配していまして、J１で約１億円以上の分配金
が支払われています。Jリーグ全体で放映権料で
45％を占めています。現状の日本のスポーツク
ラブの経営においてはメディア放映は大切なも
のであることを頭に入れておいていただきたい
と思います。
　そもそもJリーグにいるクラブチームのコンセ
プトは何か。Jリーグの理念は３つあります。「日
本サッカーの水準向上及びサッカーの普及促
進」、スポーツ文化をキーワードに置き「豊かな
スポーツ文化の振興及び国民の心身の健全な発
展への寄与」、「国際社会における交流及び親善
への貢献」。この３つを理念として上げておりま
す。この理念のもとに各クラブの運営方針があ
りまして、「県民・企業・行政の三位一体による
運営である」、と。今までの日本のスポーツはど
こがスポーツをつくってきたか。1993 年から
2003年の10年間で、スポーツ団体、今までの日
本のスポーツは企業スポーツ、企業がバック
アップしてスポーツを成り立たせていました。
実業団のスポーツが10年間に277、もしかすると
300いっているかもしれませんが、休廃部に追い
込まれています。今まで企業はチームを持つこ
とによって福利厚生的な面があった。税金対策
ができた。または企業の社員のモチベーション
を上げることができた。それと宣伝効果があっ
た。そういったことで、スポーツ球団、スポーツ
チームをつくってきました。それがバブル崩壊
と同じように難しくなってきたのが現状だと思
います。そういう中で今後の日本のスポーツ、ス
ポーツの文化をどうやって築いていくかが、今
回のJリーグのスタートにあたって重要な課題と
なりました。その中で、今からは企業だけに頼る
のではなく、県民・企業・行政の三位一体になっ
て、地域のイメージアップだったり、社会的、経
済的波及効果を得られるような地域に根ざした
スポーツクラブを目指していく。徳島ヴォル
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ティスもこういう営業方針の中でスタートして
おります。
　そのコンセプトに基づいて、メディアに期待
する報道とは何か。スポーツ、サッカー教室を通
じて子どもたちに生活に役に立つものを身につ
けさせるということを我々はやっています。そ
の活動をぜひメディアに報道してもらえないか。
活動内容を報道していただきたい。ヴォルテス
でやっている選手をメインに置くんですが、１
年目ということで、ゲームでどんなに疲れてい
ても選手をサッカー教室等に参加させています。
２月から７月までの半年の集計で 43回で 4000
名、徳島には０歳～12歳の子どもたちが約９万
人います。スポーツをする対象が６歳～12歳と
すると５万人います。その中の１万人を徳島
ヴォルテスとしては何らかの形で子どもたちと
コミュニケーションをとってスポーツの楽しさ、
子どもたちのコミュニケーション能力を養って
いきたいなと思っています。人数の少ない中で、
これを目標としてやっていきたい。それを報道
していただきたいと思います。
　各世代間のコミュニケーションの活性化が図
れるような報道をしてほしい。昨年、朝日新聞で
集計がありました。今、中学生が１日平均、大人
としゃべるのは何人か。1.7人だそうです。一人
が先生、もう一人が親。この二つがほとんどで近
所の人とかないそうです。親がしゃべる内容と
して、一番多かったのが「早く何々しなさい」、
「早くご飯を食べなさい」、「早く学校に行きなさ
い」、「早く勉強しなさい」、「早く寝なさい」、こ
れがほとんどだった、と。かたや大人が近所に住
む幼稚園の子どもの名前を５人以上知らない。
特に男性はほとんどだった。昔はよく、近所の子
どもとおじいちゃんのコミュニケーションが
あったんですが、今は世代間を越えたコミュニ
ケーションがなくなってきている。それをス
ポーツを通じて、サッカー教室を通じて増やし
ていきたい。そういうことを図れるような報道
がほしいなと思います。
　地元企業とタイアップして新しい商品を生み
出していく。開拓できるような活動をしていき
たい。ローソンの「から揚げ君」とタイアップし
て通常２週間で売る２倍を売り上げたという経
済的な効果もあった。徳島のイル・ローザという
ケーキ屋さんとタイアップしてヴォルティス・
ロールのケーキをつくりました。徳島にはスダ

チとかありますが、鳴門金時というお芋もあり
ます。それをペースト状にして徳島名産として
売り出していきたい。これを今、徳島の知事が県
外に行く時にお土産で持って行ってもらう。徳
島の名産をつくっていけたら、と。商機をつくっ
ていきたい。
　国際交流。J２で年間44試合あります。徳島で
22試合行い、あとの22試合は北海道から九州ま
で行って試合をします。そこでサポーターの行き
来がありまして、そこで交流が生まれる。徳島に
コンサドーレ札幌との試合がありまして、札幌
からチャーター便を札幌のサポーターが用意し
て300名の方が徳島に来てくれました。札幌から
徳島に300 名の方がたった２時間のために来て
くれたことはない。２時間の試合を見るために
来る。国内の交流的な部分が生まれてきている。
そういったことも報道面から考えていただきた
いなと思います。
　社会貢献的な活動内容の報道をもっともっと
してほしい。それと地域活性化の経済効果の報
道、これをメディアの方に期待するということ
でございます。Jリーグがスタートして13年にな
ります。他のチームでは社会的効果が生まれた
と言われています。地域の活性化ができた。地域
のアイデンティティの育成に貢献した、と。また
は自発的なボランティア活動が増えてきた。各
チーム、各球団の運営を各地域のボランティア
の方に呼びかけてボランティアで賄っている
チームがほとんどです。徳島ヴォルティスもボ
ランティアで、毎試合80人くらいの方が来てく
れます。団体をつくることで、今度、どこかの空
き缶拾いに行くとか、団体の組織が自ら動いて、
選手も参加してボランティア活動がどんどん増
えてきた。若者が地域のことを考えるきっかけ
となった。地方ですと東京、大阪に若者たちは行
きます。大人の方でも転勤等で東京に行きます。
新聞、メディア等で徳島の地元の名前が出るこ
とによって、郷土愛が強くなってきた。地域のこ
とを考えるきっかけになってきている。暴走族
を減少させたというチームがあります。鹿島ア
ントラーズです。昔、鹿島のあたりでは暴走族が
多かった。若い子どもたちが今まで発散する場
所がなかった。それが球場でスポーツを見て応
援することによってエネルギーを発散して暴走
族が減少したという地域です。家族の中で、世代
を越えて共通の話題が増え、交流が増えた。親、
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子、孫と３世代でスポーツをキーワードにして
会話や交流をしてほしい。世代を越えて会話す
るキーワードは何か。世代を越えた会話にはス
ポーツが効果があります。他県からの来客によ
り地域間の交流が生まれてきた。甲府、札幌が県
とタイアップして徳島の物産をPRしています。
他県からの来客からそういう交流が生まれてき
たということです。スポーツ文化が定着し、地域
のスポーツ活動が盛んになってきた。サッカー
だけではありません。サッカー以外でもトライ
アスロンとかソフトボール、プロのチームを各
地で持っています。新潟アルビレックスという、
プロのバスケットチームがあります。他のス
ポーツもどんどん活性化してきているという社
会的効果があります。地元が全国的に知名度が
上がったという社会的効果が生まれているとい
う先進地の事例でございます。
　経済的効果。県内の観光スポットの増加。試合
を見るだけでなく、せっかく行ったんだったら
その地域の観光地を前もって調べて見に行こう、
と。チームのロゴ等を活用した商品がどんどん
生まれてきた。それによって関連のグッズ等も
消費拡大していった。チーム、クラブから波及す
る２次的効果、３次的効果がある。直接的効果は
人が来る。飛行機、バス、駐車場、飲食等が直接
的効果だと思います。一次的波及効果が、それに
対しての原材料が、増えてくる。２次、３次と行
くにつれて雇用が生まれてくる。雇用が生まれ
てきているところも実際にあります。徳島ヴォ
ルティスの１年の経済波及効果を見ますと15億
円と出ておりました。
　スポーツクラブがメディアに期待する報道と
は。なぜスポーツを推進するか。Jリーグの理念
のもとで推進する。推進することによって国民・
県民・地域の人に感動を与え、もっともっと地域
を元気にしたい、と。現状のメディアには大切な
部分もありますが、エンターテインメント性、試
合の結果、試合そのもの、選手の情報、エンター
テインメントな情報を流すだけではなく、社会
的効果、経済的効果の部分を今後、特に徳島のよ
うな小さい県で、メディアに期待したいなとい
うふうに思います。
＜横山＞ありがとうございました。思いの丈を
ぶつけられるかと思いましたら、テーマに真面
目に取り組んでいただき、ありがとうございま
した。スポーツが持つ社会的効果、世代間交流の

促進作用は今後のスポーツ振興にとって重要な
要素です。その部分をエンターテインメント性
に加味して伝えるべきだというご提言でござい
ました。
　それでは次に潮さんから「私が伝えたいス
ポーツ文化」でご講演をお願いします。
＜潮＞大変耳の痛い話の後ですが、私の場合、現
場にずっと記者としております。18年目の記者
生活です。途中で社会部に行ってオウム真理教
の事件を取材したり、今年４月まではロンドン
駐在をしていました。スポーツ担当の記者とし
て行っていましたので、その経験も含めて、私が
見聞きしている話を中心にしたいと思います。
　お二人のお話を聴いていても、メディアの括
りで強いのはテレビで、プラス最近はインター
ネットという新しいメディアが出てきています。
新聞社はその中で先行きがはっきりしない状況
に置かれています。生き残っていくために、どう
いう記事を書いていけばいいのか、我々現場の
人間からすると、どういう取材をすればいいの
か、日々考えながら模索しているところです。た
だそうは言っても朝日新聞の中でもリストラが
どんどん進んでいる状況があります。お金のか
け方、使い方も大分変わってきました。編集局と
いう紙面をつくる、記事を書く現場で言います
と、スポーツの分野は唯一記者が増え、陣容が増
え、拡大している部署でもあります。スポーツと
いうものが読者の方から求められている現れだ
と思います。
　私はサッカーの現場に長く携わってきていま
す。一般紙という立場もありますが、Jリーグが
93 年に出きて、そこからブームが起こります。
サッカーを見始めた方にも分かるようにと書く
わけです。中西さんほどでなくても、私も大学で
サッカーをやっていました。３年生の時には同
志社に負けたことがありますが、サッカーをあ
る程度やっていた人間として、サッカーに詳し
い人にもまた「なるほど」と思わせる記事を書き
たいと日々格闘しています。朝日新聞は Jリー
グ、ヨーロッパのサッカーにどうしてもいきが
ちです。ヴォルティスの地域活動についてはな
かなかいかない。地方支局で取材に行ったりす
るケースはありますが、スポーツ面ではなかな
か取り上げにくくなっています。紙面も字を大
きくしたり改革して、相対的に紙面は狭くなる
わけで、一部のスポーツを切り捨てていく傾向
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にどうしてもなっています。現場の我々として
は悩ましいところではあります。
　スポーツ文化を、私個人としてはスポーツそ
のものの面白さ、醍醐味を伝えることと解釈し
ています。特に私が担当するサッカーは世界的
なスポーツです。国民性、地域性、その国の文化、
宗教に反映されやすいスポーツです。具体的な
話をしますと、今、日本代表にはジーコというブ
ラジル人の監督がいます。2002 年のワールド
カップの後に就任して来年のワールドカップの
出場権を堅持しましたが、メディアの間でも評
価は常に分かれています。前任者はトルシエと
いう監督で、彼はエキセントリックな人で「こう
いうサッカーをしなさい」と厳しく選手に植え
つけていきました。その人が去った後、ジーコが
来て、今度は「自分たちの発想を生かしなさい」
と放任したわけです。選手たちはどういう反応
をしたか。選手たちは困りました。今までは「こ
ういうボールの時はお前はこう動け」と細かく
やってきた。その時々の取材では分かりにくい
ですが、時間がたつといろんな話が伝わってき
ます。最初の頃、ジーコはどういうサッカーをし
たいと思っているのか、選手たちはなかなか聞
きにいけない。「こういう場面でどうしたらいい
か」と選手の中で少しずつ話が始まっていきま
した。よくない試合があったり、いい試合があっ
たり、チームとしてうまくまとまっていかない。
今は宮本君というガンバ大阪の選手ですが、彼
がキャプテンを任されていく中で、少しずつ
ジーコのところに聞きにいった。宮本君という
人が間に入って、ジーコがやりたいこと、選手が
こんなチームにしたい、こんな練習がしたいと
いうことが、少しずつ伝わっていきます。
　ジーコが鹿島アントラーズに来たばかりの時、
こんな話をしていました。ジーコは当時、コーチ
兼選手でしたが、ボールをサイドに出して、そこ
からセンタリング、クロスを入れてシュートの
練習をする。ジーコはサイドを主に担当する選
手を置き、シュートを打つ選手を二人置いて、二
人が入っていってシュート練習をする。あるサ
イドの選手がジーコに聞いた、「それで僕はどっ
ちの選手にボールを合わせればいいんです
か？」、ジーコは「愕然とした」、と。試合のため
の練習であることを考えれば、「練習の中でそれ
を判断するのが君の仕事だよ」という話をした
そうです。代表チームでは、ジーコは「誰が来て

も話をする」、と。そこに行き着くまでに、選手
がジーコに問いかける、何かを主張する時間が
すごくかかった、と。それを経て、今、いいチー
ムになってきていると思いますが。
　スポーツ文化という言葉で言うと、日本人は
トップアスリートですら、そういうやりとりを
するのに時間がかかる。それは何なんだろうか。
単純に悪いことと言っていいのか、「もっとコ
ミュニケーションをとればいいじゃないか」と
我々は書きがちなんですが、それができないの
はなぜなのか。そういうことを書ければな、伝え
られればなと思います。そういう記事を書くの
は取材に時間がかかりますし、書き方も難しい。
的確に事実として正しいのかどうかの検証も時
間がかかるんですが、それを書き明かしていけ
ば、日本のサッカー、スポーツは文化なのか、教
育なのか、そこが見えてくるのではないかと考
えています。
　イギリスのスカイ放送の話がありました。４
月まで１年半ほどロンドン駐在に行っていた時
の話ですが、プレミアリーグ、日本でいうJ１で
すが、そこの試合を見ていて、明らかに審判のミ
スジャッジがあった。テレビは何度もその場面
をコマ送りにし、再生して正しいジャッジだっ
たかどうかを検証する。その時に感心したこと
がありました。解説者がコメンテーターとして
話をしている。中継をやっている最中に、ファウ
ルがあったかなかったか。ゴール前で、ファウル
だとするとペナルティキックを与えて攻めてい
る側にチャンスです。ファウルじゃなくて自分
からわざと倒れたと判定すれば、シミュレー
ションといって攻めている側の倒れた側がイエ
ローカードをもらうシーンだった。この時の審
判は「シミュレーションをとって、倒れた人の反
則だ」としました。解説者の中の意見が分かれる
わけです。「今のはシミュレーションじゃない、
明らかにPKだ」と、その場で喧々諤々とやるわ
けです。時間がたってスローモーションで振り
返る。カメラの台数がJリーグの中継よりずっと
多くて、あらゆる角度から撮っていますから、全
部見ると、ほぼ一目瞭然で分かる。実はPKに値
するファウルだった。審判の判定が間違ってい
た。途端に、そこで解説者は「今のは明らかに間
違いでした」と互いに言い合う。「あれは私が間
違っていた」、と。それは生中継の試合でしたが、
試合が終わった後、日本では審判の取材は難し
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い。試合の後、コメントしてはいけないという
ルールがあります。スカイに関しては審判を
引っ張りだして生放送の枠の中でインタビュー
する。これは契約の中に入っていたりしますが、
日本では考えられない契約です。そこでレフェ
リーが「あれは私のミスジャッジでした。あの
シーンでは他の選手と重なって見えなかった。
その周りの選手の反応、リアクションを見て、ア
シスタントレフリーの話を聞いて、ああいう判
定をした。だけどあれは間違っていた」ときちん
と説明するんです。当然、翌日の新聞はそのシー
ンで大々的にやるんです。騒ぐんだけれども、そ
の審判をやり込めたり、現場に復帰できないよ
うな状態にはならない。ある程度、審判がミスす
るのもサッカーの一部だろうという見切りがあ
るんだろうと思います。これは審判をインタ
ビューするメディアとかに、日本では考えられ
ないことですが、解説者が「間違っていた」、審
判が「ミスジャッジをした」ときちんと話をす
る。それも自己主張なのかもしれませんが、新鮮
なものでした。
　先日、ワールドカップのアジア予選のプレー
オフで、ウズベキスタンとバーレーンが試合を
しました。日本の審判団がジャッジしていまし
たが、主審がルールの適応を間違って国際サッ
カー連盟が最終的に再試合の決定をしました。
サッカーのルールで言うと、審判の決定、決断は
最終のものだということを覆していることにな
るんです。その後の影響ですが、Jリーグの試合
ではないところで起きたことでしたが、日本の
審判がミスジャッジしたということで、J リー
グ、Jリーグの選手の中で不信感というか、「日本
の審判はレベルが低いのではないか」という空
気があったように思います。
　私自身の記者生活の中で印象に残っているエ
ピソードをお話したいと思います。93年 10月、
ワールドカップのアメリカ大会の最終予選がカ
タールのドーハでありました。私も取材に行っ
ていました、現地に。日本は最終戦でイラクと試
合をし、これに勝てばワールドカップに出場で
きる。ご存じの通り、終了間際に１点取られて追
いつかれて、当時、「ドーハの悲劇」と取り上げ
られました。私は「ドーハの悲劇」と表現したこ
とは一度もないんです、悲劇だと思ってないも
のですから。この時、試合から２時間後くらいに
表彰式がありました。その後の表彰式に日本の

選手も呼ばれていました。６チーム参加して、ベ
スト11の中に日本の選手が４人入っていました。
カズ、ラモス、ゴールキーパーの松永、柱谷。私
は表彰式があったホテルに泊まっていたので、
私もある意味でうちひしがれて待っていたんで
す。そこに今のサッカー協会会長の川淵さんと
副会長の小倉さんが二人でいらっしゃいました。
メディアの我々に頭を下げて、「申し訳ないが、
選手は来られない。察してほしい」と説明があり
ました。表彰式は出場を決めた国、サウジアラビ
アと韓国の選手も来ています。負けた４カ国の
選手も来てました。負けたイランの選手は二人、
ベスト11に入っていましたが、このうちの一人
は足を怪我して松葉杖をついて来ました。イラ
ンの記者がしきりに日本の記者に「何で日本の
選手は来ないんだ。カズはすばらしかったじゃ
ないか。ラモスはすごかったじゃないか」と言い
ました。大会を総括していたアジアサッカー連
盟の技術委員たちの現場のレポートによると、
「日本のやっていたサッカーがワールドカップに
出た時に最も通用するだろう。すばらしいサッ
カーをしていた」と評価されたわけです。表彰式
が終わり、部屋に戻って記事を書くんですが、試
合の記事とは別に、「選手たちが表彰式に出てほ
しかった」ということを書きたくてコラムに書
きました。負けたって、そういう評価を受けてい
るし、十分闘ったのだから出てくればいいじゃ
ないか、と。日本に帰って来て、びっくりしたの
が、その記事に対する投書が20何通来ていまし
た。ほとんどの人が若い人たちで、「傷ついて
帰ってきた選手をさらに傷つけるようなものを
書くな」というリアクションでした。その時の投
書を今でも持っていますが、ある意味で、そこが
日本のスポーツ、日本のスポーツ文化を考える
時、自分の中で原点というか、出発点になってい
ます。それはまた後でクロストークで話す機会
があれば話しますが、それぞれ皆さん、どんなふ
うに感じられたでしょうか。
　メディアの話、公共性の話は後ほど質問があ
れば話したいと思います。
＜横山＞ありがとうございました。こういう
テーマになると、メディアの代表ということか
ら、我々の標的になるということで、後のクロス
トークでも、そういうお立場でよろしくお願い
します。潮さんからは、説明責任、文化性につい
ての示唆に富むお話だったと思います。
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　それでは中西さん、よろしくお願いいたしま
す。
＜中西＞前の３人の方が真面目な話だったので、
やわらかい話をしたいなと思います。ここに呼
ばれたのも同志社大学のOBだということが大き
いと思います。スポーツジャーナリズムという
ほどのものを僕はまだ持っていると思いません
し、この仕事を始めて５年ですが、自分自身のス
ポーツジャーナリズムは完成されたものだと全
く思っていないので、その部分をお話しても楽
しくないし、聞いて疲れてしまうので、僕自身
が、なぜこういう仕事をしていて、どういう形で
この仕事を始めて、こういう状態になっている
かをお話したいと思います。そこにメディアと
スポーツがどう共存したらいいかが含まれてい
ると思います。
　僕自身、なぜこういう職業を選んだか。同志社
大学を卒業してグランパスエイトに入団した。
僕の現役時代を知っている人は少ないと思いま
すが、一流選手というわけではなくて、小学校時
代からほとんど代表に縁がなくて、一度も日本
代表に選ばれたこともありませんでした。ただ
サッカーが好きで、サッカーに携わる職業を生
涯していきたいという気持ちがあったので、
サッカー選手になった時、僕がこの職業で一生
食っていけると思えないし、同志社大学の時も
僕と同学年に４人くらいJリーグに入った人がい
ましたが、その人たちよりも僕は力的にも下で
した。入った瞬間から次の仕事をどうするかが
大テーマであって、サッカー選手をやって、その
後、どうするか。サッカー選手になったことは僕
にとっては考える時間というか、サッカー選手
が天職だと思えませんでしたが、その後どうし
ていくかが自分にとって大事なことだと日々考
えながらサッカーをやっていました。サッカー
をやっていて、自分に向いている仕事は何か。僕
はしゃべるのが好きで、おしゃべり好きのサッ
カー好きが、僕の学生時代からの人間性、スタイ
ルだったと思います。その中でサッカーを伝え
る仕事をしていきたいと考えました。その裏に
は、J リーグという新しいサッカーリーグがス
タートして解説者がそんなにたくさんいなかっ
たので、人が足りないから仕事はあるだろう、
と。現役１年目でクビになるのではないかとい
う気持ちもあったのですが、運良くか運悪くか、
その後、９年間、現役生活をして、31歳の時に

現役を引退しました。その時には周りにはすで
に引退した人がたくさんおられて、ほとんどの
方が元日本代表で、各テレビ局の専属解説で仕
事をしていました。僕自身が仕事をするチャン
スはほとんどなかったんです。ただサッカーを
伝える仕事がしたいという気持ちはずっと持っ
ていて、選手生活で２年目からサッカーをやめ
たらこの仕事をすると決めている部分もありま
した。サッカー解説をしていく上で、中継でサッ
カーを解説している場面はほとんどないと思い
ます。地上波でサッカーの解説を90分間の試合
でしたことは一度もありません。なぜかと言う
と、メディアの中で、各局には専属解説がいて、
TBSだと水沼さんと金田さん、テレビ朝日では
セルジオ越後さんと松木さん、福田さん、フジテ
レビだと風間さん、日本テレビだと北沢さん、竹
田さんとか、その方々が局で中継する試合に関
しては解説すると決まっています。僕が解説す
るチャンスはスカパーだったり、WOWWOW
だったり、地上波ではない、専属解説を持ってな
い媒体で解説を少しはしていました。
　この仕事を始める前に、どうしたら中西哲生
という人間にオファーが来るだろうと思った時、
今までと全く違うことをしないと僕に仕事はこ
ない、と。今の解説者の、僕以前の解説者を否定
しているわけではない、批判しているわけでは
ないですが、常々僕自身が感じていたのはこれ
までのスポーツ解説は解説ではなかったんです。
テレビを見ていて、「ここでこういうことを言え
ばいいな」と思うことを言ってくれる人が、たま
たまいなかった。だから僕はこの仕事をやろう、
と。「俺だったらここはこう話す。こういうふう
に説明したい」という場面がたくさんあって、そ
れでこの仕事を選んだんです。僕が今まで聞い
たスポーツ解説はスポーツ解説ではなく、ス
ポーツ感想だった。サッカーで、すばらいし
シュートが決まった瞬間に「今のシュートすば
らしかったですね」と言うと、その場面は完結し
てしまう。誰が見ても「すばらしいものはすばら
しい」と分かってしまうのがスポーツであって、
「ここがすごかったんです」と言うことも必要で
すが、一言で解決してしまう場面がほとんどな
んです。そこで僕がどういうことをコンセプト
に解説しようと思ったか。
　３つあります。一つ目は、なぜすごいのか。「今
のシュート、中村俊輔のフリーキック、すごかっ
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たですね、こうこう、こうだからすごかったんで
すよ。中村俊輔はキーパーが立っている位置を
見て、キーパーの右足に体重をかかっていたの
で、あえて左足で逆に蹴ったんです」と説明しよ
う、と。二つ目は、なぜだめだったか。「今のよ
くなかったですね」といって解説が終わっても
問題ないんですが、「こうこうこうだからよくな
かったんです」と付け加えるようにしました。最
後は、なぜだめだったかを説明した後に必ず「ど
うしたらよくなるか」、これを説明できなければ
「なぜよくなかったか」と言う権利はないと思い
ます。この３つを軸に解説をしていこう、と。中
西哲生の解説を聞いた瞬間に「ああなるほどね」
ということをいくつ出せるかを考えて、この仕
事を始めました。
　その前提にもう一つ、どうしても必要なもの
があったんです。二宮清純さんとか玉木さんと
か、スポーツジャーナリストという肩書を持っ
ている人はたくさんいますが、僕は選手を経験
して選手を上がったスポーツジャーナリストな
ので、選手の気持ちを一番分かっているスポー
ツジャーナリストでありたいと思いました。「常
に選手にとって前向きであるメッセージを発し
ていくスポーツジャーナリストでいこう」と、こ
の仕事を始める前に決めました。たとえば中西
哲生が「ニュース23」で日本代表の試合を見て、
ある選手が大きなミスをして、その試合に負け
たとします。「このミスはこうこうこういう理由
で彼が悪いです」と言って、その後、彼のプレー
を見てみたいと思う人は、おそらくそんなにた
くさんはいないと思います。そこで僕は、「ここ
でこうこう、こういうミスをした彼ですから、こ
ういう経験は絶対、今後、役に立つと思います
し、この後、彼はこの経験を糧にすばらしいプ
レーをしてくれると思いますよ」と前向きの
メッセージを発するようにしています。後は、基
本的にはその選手のすばらしさを伝えることを
大前提にしています。なぜかと言うと、この間の
アンゴラ戦の後に、松井大介選手のVTRを解説
する時流したんですが、彼のすばらしさを語る
ことによって、彼をもっと見てもらいたい。「松
井選手のこういうところがすばらしい。ドリブ
ルもすばらしい。相手からボールを奪う技術も
ある。強さもある」と説明して、「この選手をもっ
と見たいな」、その解説を聞いて「じゃ、スタジ
アムに足を運んでみよう、サッカーを見に行き

たい」という気持ちになってもらえると思いま
す。
　僕はサッカーという大きな船に乗っている船
員なんです。その船がちゃんとうまく出発地か
ら到着地にたどりつけるように、出発地は日本
サッカーの最初の頃だと思いますが、終着地は
ワールドカップ優勝だと思います。そこにたど
りつくためにサッカーを見る人を一人でも増や
したい。サッカーというスポーツのすばらしさ
を伝えたい。選手のすばらしさを伝えたい。僕は
基本的には前向きのメッセージを伝えていきま
すが、批判的なことを言わないといけない局面
でも、なるべく見ている人が前向きの気持ちを
持てる、選手が批判を受けたとしても、そういう
言い方であれば受け入れられるような伝え方を
したい。それがこの仕事をやっている僕のベー
スになっている部分です。
　メディアと現場。メディアの中で、サッカーは
キラーコンテンツで爆発的な視聴率をとるス
ポーツですが、それは日本代表の試合に限って
のことです。Jリーグのゲームが、なぜ地上波の
ゴールデンタイムで放送されないか。それは視
聴率がとれる可能性が低いからです。もう
ちょっとJリーグの試合がゴールデンタイムで放
送されるようになるにはどうすればいいかを考
えていますが、選手というのは唯一無二の財産
であり、その選手に価値観を見出さなければ観
客は試合を見に来てくれません。グッズも売れ
ない。球団経営も難しくなる。高本さんが言われ
たように選手を広告してくれるのはメディアで、
メディアとうまく融合していかない限り、Jリー
グの成功はないと思っています。
　Jリーグの各球団は、選手を露出させることに
対して前向きではあります。が、選手を守ろうと
いう立場でへんな露出のされ方をするのは怖い
から、エンターテインメント性の部分で、その選
手をドラマチックに見せたいためにインタ
ビューをとった中で、ある一つの言葉だけ抜き
取って使ってしまうとか、そういう怖さを感じ
ているので、選手を出すことについて危惧して
いる部分が多い。それでどういうことが起こる
か。僕ら、メディアの立場にいる人間にとっては
選手のインタビューが一番視聴率にアピールす
る部分で、インタビューすることで番組づくり
がしやすい。ニュースソースの中にも組み込ん
でいける。サッカーというものが露出する時間
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帯も増える。僕が Jリーグの関係者に言うのは
「選手をもっと露出させてほしい」ということで
す。そうなれば皆、選手の名前を覚える。ナビス
コカップの決勝の前にジェフの牧選手とガンバ
の大黒選手を呼んでトークショーをやって僕が
司会をやりました。そういうものがあればメ
ディアも取材に来てくれる。選手が語った言葉
がニュースになって流される。このトーク
ショーから「今週、ナビスコカップ決勝があるの
か。大黒選手と牧選手が出ているなら見に行き
たいな」、と。そこに情報がたくさんあったり、映
像が加わったり、選手の言葉が載るとかによっ
て興味が沸くわけです。メディアという一つの
アナウンス機関を使って、Jリーグ、サッカーが
アピールされて、見ている方に浸透していく形
になれば、サッカーというスポーツが皆さんの
身近なものになっていくと思います。球団も価
値が上がり、選手の知名度が上がれば「サッカー
を見に行きたい」という人も増えるし、グッズも
売れると思います。
　僕自身も選手を経験して、メディアに出てい
る人間として、細心の注意を払って生放送でコ
メントしているのですが、一つの失敗が僕の信
頼感のすべてを崩すことになりかねませんし、
一言話したことが選手を傷つけることだったり、
選手にマイナス要素を発生するものだったら、
その選手の価値を下げてしまう。それが難しい
部分で、選手をメディアに出すためには選手に
対しての教育も必要ですが、「こういう言葉は
言ってはいけない、こういう言葉で話さないと
いけない」とか、そういう部分もあるのですが、
選手をメディアにたくさん露出することが、こ
れからサッカー、Jリーグが発展する唯一無二の
方向だと思います。僕はそれをJリーグ各チーム
にお願いして、よりたくさんの映像とインタ
ビューを持つことによって、分かりやすくサッ
カーを伝えられればと思っています。
　メディアの放映権料の話ですが、僕も苦労し
ていて、基本的に僕が出ている番組、「ニュース
23」、「サンデーモーニング」、「ズームインスー
パー」、「ゲットスポーツ」でも僕自身が出演して
いるテレビ番組のVTRは僕は自分でつくってい
るんです。毎回、早めにスタジオに行って、隣に
編集する人がいて、この映像のこの部分を何秒
間使いたいので、僕が話しやすいように自分で
「この映像を出してほしい」、と。松井選手のドリ

ブルがうまいところを出したいので、このドリ
ブルを見たいんだけど、でもカメラは別の角度
の方が分かりやすいなと思えば、別の角度の絵
を探すんです。これらはたまたまTBSがアンゴ
ラの中継権を持っていたから、できたことなん
です。ワールドカップ最終予選は、全試合テレビ
朝日だった。その映像を試合が終わった後、サマ
リーでダイジェストにして編集して各局に配信
する。15分くらい。「ニュース23」でその場面を
やろうとしても、その映像はないんです。試合の
中で、選手の一番すばらしいシーンを見せてあ
げたいと思っても、その映像は、その中継をやっ
ている局にしかなくて、そこが全部放映権料を
払っているから、他局に使用される部分はある
けど、制限されるわけです。基本的には僕は映像
が一番力があると思っています。僕はたとえば
ワールドカップ最終予選であれば、テレビ朝日
から配信される映像しかないので、それを見て、
「この映像だったら解説できるな」、と。まず映像
ありきでVTRをつくるんです。
　映像の権利は、今、高くて、2002年のFIFAの
ワールドカップの映像を使おうとすると、数分
で30万円という金額がかかってしまいます。先
日も稲本選手のインタビューを「ニュース23」で
やったんですが、稲本さんの2002年のゴールの
シーンを見せるために30万円必要になって、ば
かばかしい値段だと思うかもしれませんが、そ
れが実情です。テレビ局もそれだけお金がかか
る映像だったら使いたくないと思うこともあっ
て、僕がこの選手のこの一番いい部分を見せて
あげれば、この選手のすばらしさが伝わるのに
というのを伝えられないことが、結構多くて、そ
のへんは何とか映像が使いやすくなるようにし
てほしいな、と。報道に関して言えば24時間は
使用していいので、ニュースに関してはお金は
かからないんですが、ある一定期間たってし
まった映像はお金を払わない限りは使えないと
いうのが、今のテレビ界の現状です。テレビ朝日
で「ゲットスポーツ」という番組をやっているの
で、テレビ朝日に行けば全部使えるので、うれし
い部分ではあるんですが、日本テレビが放映権
を持っている時もあり、TBSが持っている時も
あり、フジテレビが持っている時もあるんで、そ
のへんの映像の使い方の難しさもあります。
　今、僕がやっている浅い部分での話はお話し
たんですが、後は僕がいつも胸に秘めてやって
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いるこの仕事の大事にしている部分は、とにか
く選手を最大限にリスペクトする、審判も最大
限にリスペクトする。僕自身も解説の仕事をし
ていますが、僕がやっている仕事は１を２とす
る仕事であって、決して０から１を生み出す仕
事はできないので、１というサッカーというス
ポーツを２にも３にも見せるようにするのが僕
の仕事で、２にも３にもできるかどうかは、映像
をいかに駆使するか、どういう言葉を話すか、い
かに分かりやすく見せるか。言葉の部分での訓
練もしたり、分かりやすいのは比喩表現なので、
サッカーというスポーツを全く違うスポーツと
か、日常生活にたとえたりすることを基本的に
考えていて、そういう部分では僕の役目はサッ
カーというスポーツを翻訳する人だと思ってい
ます。なるべく分かりやすくサッカーを翻訳し
て、皆さんにこれからも中西さんの解説を聞い
たら、「なるほどね」と思うことがあるというふ
うに思われるような解説を一つでも多くしてい
きたいと思っています。そういう解説をするこ
とによって、皆さんのサッカーを見る目が肥え
てくると思いますし、そうなることがサッカー
選手を見る目が厳しくなることですし、それは
ひいてはサッカー選手のレベルがより上がって
いくことにつながると思います。最終的にはそ
れが日本代表がワールドカップで優勝すること
につながっていくと思います。僕自身、生きてい
る間にワールドカップで優勝する姿を見たいと
思っているので、一つでも多く分かりやすく、手
を抜かず、常に200％の気持ちでサッカーを皆さ
んに今後もお伝えしていきたいと思います。
＜横山＞ありがとうございました。Jリーグに入
られた時からセカンドキャリアを考えていたと
いうことで、さすがだと思いました。当事者に対
する尊敬感を持って仕事されているということ
が印象的でございました。

（休憩）

（クロストーク）
＜横山＞後半はクロストークをさせていただき
ます。テーマにありますように、報道か、エン
ターテインメントか、インターネットが出てき
まして放送なのか、通信なのかも、これからの問
題だと思います。グルメブームで多くのグルメ
番組をやっていますが、番組でこんなおいしい

ものがある、と。しかし、そのレシピ、仕組みに
はなかなかいかない。スポーツもこんなものが
ある。しかし仕組みの部分、選手がどうなってい
るか。選手の考え方、思想性、プレー、サッカー
の歴史性を出したいが、それを出せば売れない。
派手なメディア露出することによって、新しい
メディアファンが出てきてスポーツ振興につな
がっていく。イギリスでは野球はあまり知られ
ていない。知っていてもやらない。野球の原型で
あるクリケットをやる。それがイギリス文化そ
のものだと理解していたわけですが、その組織
も放映権料を得るなど苦肉の策を取っている。
そのあたりを切り口にして、川井先生から３人
の方にご質問をしていただければと思います。
＜川井＞ゼミで議論になったことですが、ス
ポーツ報道の中立、公正性について、皆さんにお
伺いしたいと思います。テレビメディアは放送
法がありまして、政治的にも中立、不偏不党で
行っていくと規定されている。なぜならば放送
というのは限られた電波で認められているもの
で、そこに参入する上では偏った報道があって
はならない。テレビ放送以外では多チャンネル
化時代に入っていく。活字のメディアであれば
中立の報道は法的には規制されるべきものでは
ないと思いますが、実務レベルではどのように
お考えになっているかを伺いたいと思います。
＜高本＞平等性について。徳島ヴォルティスはJ
２にいまして、基本的にキー局が扱ってくれる
コンテンツではないわけです。CXとか日テレと
かTBSとかキー局が扱ってくれるとか、大阪の
関テレとかMBSとか扱ってくれるものではあり
ません。地域でやっているところは徳島のNHK、
JRT、四国放送です。ですから平等ではないんで
す。そこが流すことによってホーム・アンド・ア
ウェイ、ホームについては完全ホーム寄りに放
映してもらうようにお願いしています。それは
徳島の地域の皆さんに自分のチームだと思って
いただくのは、小さい会社にとっては必要なこ
とで、平等性という部分は、うちの会社では、な
いですね。
＜潮＞ぶっちゃけて言うと、新聞社は公共性に
ついては、テレビほど意識することは、制作する
側はしていないように、個人的な感想としては
あります。たとえば朝日新聞のライバル紙の読
売新聞は、ジャイアンツの報道が多くなるのは
当たり前のことですし、朝日新聞が高校野球主
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催者として大きくやるのも当たり前の話で、乱
暴な言い方をすれば、読者の方がどう受け止め
て、どっちをとるかということもあるでしょう
し、ただ、我々が考えるのは公共性云々より、読
売新聞がジャイアンツの記事が多い、それは結
構だけど、そこに公正性、正しく事実関係をきち
んと報道しているのか、事実を曲げて報道して
いないかということです。高校野球では朝日新
聞が運営に携わっているので、その部分で問題
はないのか、問題があった場合にきちんと報じ
ることについては、すごく意識しています。
＜中西＞僕はあまり考えたことないですけどね。
ほんとに考えたことないですよ。そういうふう
に言われているのは知ってますけど、中西哲生
の意見をちゃんと言うことが大事だ、と。正しく
ものを伝えるのは当たり前のことで、選手が
言ってないことを言ったり、選手がこう言って
ましたと本人が言ってないことを言うことはあ
りえないし。選手を尊重して伝えていくことが
大事だと思っているので。ただそういう中で曖
昧に物事をしないことは自分のルールとしてあ
ります。ワールドカップ予選は水曜日です。水曜
日は「ニュース23」があって、その前に「報道
ステーション」で福田さんがやっておられる。
「報道ステーション」では比較的選手を呼んで試
合の振り返りをすることが多いんですが、
「ニュース23」で僕がやる時は、その試合の結論
を出さないといけないと思っていますので、「今
日の試合はよかったのか悪かったのかはっきり
してくれ」と言うんですよ、見ている人に。「よ
かったのはなぜか、悪かったのは何か。こういう
結論です」ということは必ず言うようにしてい
います。サッカーの報道って、基本的にそうです
よね、潮さん、新聞も。
＜潮＞そうですね。中西さんが見た試合、私なら
私が見た試合を書く。朝日新聞に何人も記者が
いて、代表の試合を取材に行くわけで、それぞれ
のフィルターを通った結果が出てくる。最低限
のことをきちんと守っていれば、自分の意見を
主張するのは許容範囲で許されることだと思い
ます。
＜中西＞逆にそうじゃないと、おかしくなると
思いますよ。
＜川井＞イギリスでは新聞など特にコメンテー
ターが「ここのファンだ」とありありと書いてい
る。読み手としては違って見えてくる。日本の場

合、もっと偏りがあってもいいのではないかと
考えていますので、偏りを出していくことにつ
いて、どうお考えなのかを伺いたいなと思いま
す。
＜中西＞偏りというか、僕の場合は、中西哲生の
意見を聞きたいかどうか、それが言えるかどう
か。「こうこうだから今日の試合はだめだった」
と納得したい人や、「今日の試合はどうなったか
な」と聞きたい人は僕の出る番組にチャンネル
を合わせてくれる。新聞だったら買う。テレビ
だったらチャンネルを合わせる。それが如実に
視聴率にも出てくると思うので、自分自身の切
り口は変えない。偏りも一つの切り口だと思い
ますが、僕は僕なりの切り口があるので、切り口
は変えないということでね。前向きで、選手を尊
重して、しかも結論を出して、どういう理由かを
説明するのが僕の切り口で、そこは変えてない
です。
＜横山＞公共性というのは公益性、事実をどう
伝えるかという、事実性、それが報道の原則だと
いうことですが、メディアというと映像に目が
行きますが、活字は検証が可能だということで、
それは大事な部分だと思うわけです。いくら
ネットが発達したり、テレビで流していっても、
それを検証する機関がない。活字メディアが、そ
れをどう補完していくか。読者の立場であれば、
それも求められる。潮さんをターゲットに持っ
ていきたいということもありまして、活字と映
像メディア、ネットの登場について、お考えを議
論していただきたいと思います。
＜中西＞僕は最初、テレビの仕事がなかったの
で、書く仕事しかなくて、僕、スポーツライター
だったんです。現役の時も「ナンバー」に400字
詰めの原稿を30枚くらい書いていました。他の
選手と違いを出すためにも、原稿が書けること
をやりたい、と。原稿が書けたからこそ、テレビ
で分かりやすく話せることがあると思います。
潮さんも文章を構築していく段階で、自分の結
論を決めて書いていくと思いますが、僕は原稿
を書いていた時はそうしていましたが、テレビ
の時は逆で、先に結論を言って、日本が３対０で
負けたとしても、僕は必ず「よかった」と言うん
です。そう言わないとテレビを見ている時は
チャンネルを変えちゃうし、「サンデーモーニン
グ」でそう言うと、大沢さんとか張本さんに突っ
込まれるわけですよ。最初に「３対０で負けて、
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よかったです」、「なんでよかったの？」と言う
じゃないですか。そこから僕の意見が始まるわ
けで、負けた方が「次の試合に向けて」となる。
「負けてよかった」という展開になっていけばい
い、と。文章を書いていたからテレビの世界で話
していく時、文章がマラソンであれば、テレビは
100メートル走みたいなもので、考え方を変えら
れたのは書くという動作があって、書く時に文
章を構築していって、結果を導き出すために、ど
ういう要因や原因があるかを考えた上で文章を
書いていたので、それがないと話せないと思い
ます。
＜横山＞書くという行為が自分のメディアでの
ベースになっている、と？
＜中西＞ベースというか、完全に軸だし。今のテ
レビの番組に台本はない。「ニュース23」も「ゲッ
トスポーツ」も「サンデーモーニング」も「ズー
ムインスポーツ」も台本はなくて、全部台本は白
紙なんです。僕が決めて、話す。僕と筑紫さん
が話している時、筑紫さんが質問したことと、僕
が話したいことが違ったら、話がかみ合わない。
聞いたことに対して答える、答えたことに対し
て筑紫さんが聞くということでないと会話の
キャッチボールにならない。そうでないとテレ
ビを見ている時は予定調和になるわけです。そ
れではチャンネルも変えられてしまう。「サン
デーモーニング」で関口さんが僕に振る時はい
つも唐突で、僕もいつ来るわからないからびく
びくしているわけですよ。政治のネタでも振っ
てくるし。瞬時に答えられるかどうかは、自分で
「こういう意見だ」と持っていくよりも、引き出
しをたくさん持っていて、その瞬間に、どう文章
を構築するかなんです、頭の中で。情報をもって
いて、瞬時に「この言葉とこの言葉を」と組み合
わせて自分で答えるようにしておかないと言葉
に詰まっちゃう。それができているのは文章を
書いていたからで、頭の中の構造としては瞬時
にやってますけど、文章を構築するのと、それは
変わらないです。それがスローなのか、瞬間なの
かの違いで、ただそれだけです。
＜横山＞テレビは短時間でどれだけ言葉を端的
に答えるか。それを人間はすぐ判断できません
ので、いろいろ考えて構築して文章の中で自分
のキーワードを形成して伝えていっている。潮
さんがおっしゃったように、致し方のない事情
で紙面スペースには制限がある。それもよく似

た作業だと思います。贅肉を削ぎ落として中身
をどう伝えるか。削ぎ落とせない部分はありま
すよね、スポーツ文化を伝えていく場合に。エン
ターテインメント性が高いのはメディアバ
リューがある。それで扱いがよくなっていく。こ
れは難しい問題ですが、エンターテインメント
性の低い、マイナー的な競技は切り捨てざるを
えないという話でしたが、そのへんについての
お考えはどうでしょうか。
＜潮＞難しいですね。たまたま私がサッカーを
メインに担当してきているので、サッカーだけ
でなくシドニーオリンピックの時、体操競技を
やったり、テニスを担当したり。体操競技はオリ
ンピックの時だけ注目されるようなものですか
ら、その時はパーッと派手に記事を書いても載
ります。普段はなかなか載らないんです。当日載
らないから、後日、書き換えて載せる努力をした
りとかするんですけど。しかしインターネット
には当然叶わないわけで。ロンドン駐在の時の
話ですが、チャンピオンズリーグ、サッカーの
ヨーロッパでのナンバー１を決める大会があり
ます。それが一晩に８試合やっています。どこに
行くか。行けるところは１箇所ですから、時差が
あって試合を見終わって東京に電話して夕刊の
記事を書く。夕刊の記事を扱うデスクがいて、そ
の人は日本でテレビで３試合も４試合も見てい
る。おかしな逆転した関係で、中にいてテレビを
見て書いた方がいいじゃなかという意見もある
んですが、それは現場に行っている人間だから
分かることを意識して書きます。監督の表情
だったり、試合の後の選手の表情とかを工夫し
たり。
　オリンピックの時はワールドカップもそうで
すが、一面にどんどん記事が載るわけです。その
時に何を書くか。翌朝、新聞を開く時は皆さん、
結果は知っているわけです。稲本のこんな
シュートがあったというのは中西さんの解説を
聞いて、皆、分かっている。それと違うものをど
うやって書くか。「稲本がここのピッチに立つま
でにどういう苦労をしてきたか」、「ロナウドの
あのシュートのテクニックはこういう背景があ
る」とか。テレビでは扱えないところを取り上げ
る努力は、普段、相当意識してやっています。
＜横山＞署名記事と無署名の記事の区分はどこ
で線引きをされているんでしょうか？
＜潮＞これはすごく難しいんですが、一応、ある
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一定の基準はあるんです。面によって、政治面、
経済面、スポーツ面によって大分変わっていま
す。スポーツ面のスポーツ記事は主観がある程
度入ってくるので、以前から署名を入れようと
いう傾向がありました。最近は他の面でも、
ニュースの独自タネの記事には名前を入れよう
という方向にはなっています。
＜横山＞高本さんの話の中で、社会性への関与
の報道がほしい、と。しかし、それもスポーツ面
なんですね。考えてみたら社会面の扱いでされ
てもいいなと思う時がありまして、スポーツが
そこに載ってこないのは、ちょっと区分して見
ているのかな、と。担当者も守備範囲の違いだっ
たらいいんですが、社会部の記者がエンターテ
インメントの取材に来た時も、ちょっと違うん
ですね、スポーツのエンターテインメント性と、
彼らが求めているエンターテインメント性は。
社会学や政治学のジャンルの対象になってし
まって、スポーツそのもの、スポーツ文化そのも
のに対して社会性は認知されていないなという
印象を受けるんですが、そのへんはいかがで
しょうか？
＜潮＞たとえば分かりやすい例で言うと、オリ
ンピックは関心があって、よく読まれています。
柔ちゃんが金メダルを連続して取りました。朝
日新聞では１面に写真が載る。この10年くらい
の経験では、そこに何月何日こういう試合が
あって、柔ちゃんが金メダルを連覇して取りま
したというだけじゃないんですね。そこに至る
までの経過だったり、結婚したことによって生
活が変わって、競技者としてこういう幅が広
がったとか、こってりした話が載るんですね。中
を開いてスポーツ面にも角度を違えた違うネタ
が載る。さらにオリンピックの場合、社会面に展
開します。社会面にどういう記事を載せるか、
困っているところもあって、ありがちなのは家
族の表情とか、彼女の田舎のおじいちゃん、おば
あちゃんがこういっていた、と。果たしてそれが
社会面の記事として必要とされているものかど
うかは、すごく我々も悩ましいところですね。
＜横山＞高本さんは、活字メディアに対して、球
団経営者としてどういう要望がありますか？
＜高本＞社会面での扱いを増やしてもらうこと
が、クラブにとってはうれしいことなんですね。
テレビでスポーツネタとなって、地域の中で
育っていくとなっていく面では社会面になるわ

けです。アマチュアじゃなく、プロで会社として
経営するわけですから、会社の売り物、給料を払
わないといけないので、売り物は何かという時、
それを売ればいいことなんですが、サッカー、ス
ポーツは試合を見せるという売りものは一個あ
りますが、プラスαの売り物がなかったら、試合
で負けたら全部が金にならないわけです。生活
ができない。会社が潰れてしまう。会社の企業価
値のイメージをつくって地域でイメージアップ
することが一番必要かなと、私は企業を経営す
る中で思っていまして、そのことを考えると社
会面での取り扱いによって、地域に根づいた信
憑性が生まれてくると思っています。もっとス
ポーツ記者が増えるのではなく、社会部の記者
が増えてという感じがいい感じかなと思います
ね。
＜潮＞記者の人数ではなく、どっちが多くても
私はいいと思っています。部間の垣根がどんど
んなくなってきているので、社会部の記者がス
ポーツを取材してスポーツ面に書くこともあり
ますし、逆に我々がスポーツの現場で、徳島ヴォ
ルティスの選手が試合が終わって疲れても、翌
日、小学校に行って教えていると報じる価値は
あると思っています。ただ、それをやったという
だけではニュースになりにくくて、個人的には、
それをやることで何が変わってくるか、徳島
ヴォルティスが、その活動にどういう意味合い
を求めているかを伝えられるような報道ができ
ないかなとは考えています。
＜横山＞スポーツそのものが一般理解の中で、
定義は別にしてエンターテインメントだと、だ
から社会性のジャンルには入ってこないという
理解がある。一段下だという位置づけ、エンター
テインメントが日本では一段低い位置づけで、
アメリカのように商業ビジネス化しにくいこと
につながると思うんですが、中西さん、いろんな
ところに行かれて、偏見とかどうでしょうか、ス
ポーツについて。政治の関係者が中西さんと一
緒にテレビに出られて、その方がスポーツを語
りますよね。中西さんが出られた時、政治を振ら
れるというのは、その方向は大賛成ですが、一般
的には振られてませんよね。そこで終わると「は
い、さよなら」という形が多くて。そのへんはい
かがですか？
＜中西＞「いかがですか？」と言われてもね。政
治には基本的に関心があるので、振られたら話
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します、専門的なことは話しませんけど。僕らも
サッカー界の人間がサッカー界でない人間から
「こうでしょう」と言われたらカチンとくること
もありますし。親分と張本さんが何を言おうと
も「カツ」を言おうと「アッパレ」を言おうとも、
別にしょうがないな、と。その人たちが語ってく
れることはうれしいなという気持ちには最近
なってますけど。サッカーというスポーツを、全
然違うジャンルの方が語ってくれることは僕ら
にとってはありがたいことだなと気づき始めた
ので。それと同時に、相手にそれだけの余裕があ
ればいいですが、僕が政治の話を始めて「お前、
何も知らないだろう」と政治家が思うと思うの
で、なるべく「36歳、一男子」の意見を「サン
デーモーニング」では言うようにしています。も
のはたとえなので、スポーツにたとえたり、サッ
カーにたとえたりすることによって、その物事
を僕なりに僕の角度で切って話すようにしてい
ますけどね。ただ一つ嫌だなと思っていること
は「スポーツ選手は頭が悪い」と思われることが
多いんですよ。ほんとにそうですよ。
＜横山＞「空疎な頭脳に逞しい肉体」という揶揄
ですね。
＜中西＞一番嫌なのはバカだと思われることな
んで、ほんとに。
＜横山＞私も聞きたいところは、そこなんです。
バカにされてませんかという話です。
＜中西＞サッカー選手はそうではないと、覆し
たくて、こういう仕事をしているので。
＜横山＞よく分かっているんですが、そういう
ことはございませんかということです。
＜中西＞それが嫌で、だから「サンデーモーニン
グ」に行っても、振られたとしてもへんなことを
言いたくないし、へんなことを言わないために
は、情報をたくさん手に入れて、新聞を読んだり
して。知っていて、知らないふりをして話すのが
大事だと思うんですよ。ほんとに知らなくて話
したらだめなことを言っちゃうと思うので。両
サイドに岸井成格さんとか、田中秀征さんとか
政治のスペシャリストがいる中で、僕が専門外
のことを話しても仕様がないから、そういう中
で「これくらいのことは言ってもいいだろうな」
ということを言うようにしていて。後はなるべ
くサッカー選手、スポーツ選手は頭が悪いわけ
じゃなくて「頭がよくないとできないんだよ」と
いうことを示せるようなことを言いたいなと

思っています。
＜横山＞ぜひとも今後も、声を大きくして、それ
を伝えていただいて。
＜中西＞それは言ってはだめなんで、言いませ
んけど。でも心の中に秘めたる思いはあります
よ。だって普通は子どもの頃に最初から「政治家
になりたい」と思う人はいないと思いますし、最
初は「スポーツ選手になりたい」と思う人が多い
と思うんです。だったらスポーツ選手が、もっと
リスペクトされてしかるべきだと思いますし、
オリンピックで金メダルとった人は、一生、その
人の生活を保障してあげてもいいと思うんです
よ。
＜横山＞おっしゃることが、今日のテーマだと
思うんです。ドラマ仕立てにしたり、低俗な娯楽
化してオリンピック選手をタレント化に持って
いく番組も多い。その中で彼らがどういう気持
ちでいたり、意識を持っているか。つくっている
側が悪いというんですが、スポーツ選手の社会
性を、選手自身がどう持っていったらいいか。そ
れが今の中西さんのお話だと思うんですね。
＜中西＞まあ、そうですね。政治家の方は都合の
いい時だけスポーツ選手を利用するので、たと
えば金メダルとった時だけ、小泉さん、握手しに
いったりとか、官邸に呼んで話をしたり。あんな
のだめですよ。ああいうのが嫌で。だったらス
ポーツ選手を優遇するようにしないといけない。
野球選手とかサッカー選手はまだいいですよ。
オリンピックに出ている選手は本当にお金がな
くて、僕はトトの分配金の委員もやっています
が、お金が行き渡ってないですよ。サッカー選手
は、まだもらっている方でいいですが、オリン
ピックの選手はほんとにお金もらってないし、
金メダルとった時だけワーッと騒がれて、政治
家が握手しにきて、自分のPRに使って、半年も
したら、その人のことは忘れられていて、生活の
保障もされないのが一番嫌なんですよ。スポー
ツ選手とかスポーツに携わった人たちの社会的
地位が低いのと、その生活が保障されないのが
僕は嫌で、こういうことをしている部分もあり
ます。荻原健司君が国会議員をやっていますが、
彼にある程度託して、スポーツ省をつくるとか
言ってくれているので。政治が日本国民の気持
ちを高揚させられるか。多分、小泉さんがいい政
策をやったって、感激して隣の人に抱きつくよ
うなことはないじゃないですか。ワールドカッ
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プで日本代表が点をとったら、知らない人でも
隣の人に抱きつくわけじゃないですか。それだ
けスポーツというのは人々を高揚させるものが
あると思うんですよ。高橋尚子選手がマラソン
で金メダルとった時も皆、すごい気持ちが上が
るし、テンションも上がる。そういうことをして
いる人間に対して、日本の国の制度自体がよく
ないと思っているので。
＜横山＞競技の夢を見て、それが生活の糧につ
ながるのが理想だと思うんですね。しかしエン
ターテインメントは一方ではポイントですよね。
世の中、市場原理で動いていますので、経済性、
財源が重要になってきます。Jリーグが頑張って
くれてトトを売り上げてオリンピック選手たち
の強化費に回っていくとか。
＜中西＞全然、トト売れてないですからね。
＜横山＞となると、公共性とか報道できれいご
とでセオリー遊びで終わりがちなのは、そこが
回り回って、サッカーは蹴鞠だから文化保存だ
とか、国の助成でやらないといけないとか、メ
ディア露出を発揮させてエンターテインメント
で売っていって、それが財源につながって解決
できるのだ、と。しかしそこが悩ましい関係だと
思いますが、そのへんについて高本さん、球団経
営を黒字経営にすれば解決できますよね。しか
しいくらいいことを言っていても予算がつかな
ければ動けない、と。
＜高本＞そうなんですよ。
＜横山＞そことの絡みで、エンタータインメン
トをどのようにとらえたいか？
＜高本＞難しいですよね。私の考えは、お二人と
ちょっと違う部分があって、私の場合はエン
ターテインメントの部分で売り出す部分があり
ますから、エンターテインメントはあるべきこ
とであって、エンターテインメントの中のコン
テンツをもっともっと上げていかないといけな
い。それは当たり前のことであって、今、中西君
の話のように、それ以外のスポーツの人は食え
ない人がいっぱいいるわけじゃないですか。J
リーグでもギリギリでやっている、うちみたい
なチームがある中で、エンターテインメントば
かり追いかけてもメシの種にならない。違う部
分で、どうやってお金を集めてくるか。どうやっ
てエンターテインメントの波にも乗っかるかを
考えていかなければいけない。
＜横山＞予算配分されますよね、クラブとして。

選手をとることにかけるお金と、地域貢献にか
けるお金の分配のバランスで、多分、ご苦労され
ているところではと思いますが。
＜高本＞そうですね。人に対する部分は分配で
はなくて投資ですよね。投資の部分で、三浦カズ
さんをつれてきた場合、観客が増えて実入りが
あって、他のネットやグッズでどれだけ売れる
から「これくらいの金額はOKだよ」と言う、人
は投資で買いますから、分配の中に入れてない
んですよ。
＜横山＞単年度予算で、投資の部分と地域密着
しないといけないお金、その配分はどうなって
いるのかということですね。
＜高本＞ああ、難しいですよね。
＜横山＞突き詰めれば、きれいごとではいかな
いですね。そこにお金をかけられるかというこ
とで経営がありますから。
＜高本＞全くその通りなんです。今年は社会的
な部分で、一つはメディアを巻き込む予算を立
てよう、と。タイアップした中での社会的効果を
ねらいたい、と。来年から別途の予算を立てるよ
うな形で５年計画をつくっているところです。
社会的な部分に投資をしていきたいというのが
私の考えです。
＜潮＞私、トトもあまり買ってないですし、クラ
ブの経営にも携わってないのですが、お金に換
算できないものがスポーツにいっぱいあるわけ
で、政治家が出てきて、選手と目立った時だけ握
手したりしますけど、2002年のワールドカップ
は日本と韓国が共催になりましたが、政治家を
からめていろんな動きがあった末、朝日新聞も
何度か「日韓で共催にしてはどうか」と社説で書
きました。個人的には、あの記事にいろんな思い
がありますが、結果的に成功し、我々が思ってい
る以上に交流が深まったり、日本と韓国の距離
がすごく近くなったわけですね。現在、靖国問題
とかあって、日韓関係はうまくいっていない。そ
れから考えると、小泉さんができないようなこ
とをサッカーというスポーツはできたんですね。
そういう付加価値、お金で計れないスポーツの
価値をメディアの側も人間もサッカーをやって
いるクラブも、それを伝えていく努力をできな
いかなと思います。
＜横山＞その思いを裏付けるものとして、この
シンポジウムを位置づけています。エンターテ
インメントもそうですが、視聴率を上げたい、読
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者が希望しているとよく言います。「ポピュリズ
ムが」というのですが、果たしてそうなのか。誰
が制作者で、その意図を持ってやっているのか
ということが問題になるわけです。じゃ、よく考
えると、なぜそうならないのか。どういうところ
に問題があるかをお聞きしたい、と。そういう印
象はお持ちになられませんか、中西さん。
＜中西＞一番困る質問を僕に振るんですか
（笑）。それは、上の人が変わらないと無理です
よ、あらゆる意味で。僕らの世代の人間は実際
に、高本さんは僕より二つ上なのに球団社長を
やっているわけで、高本さんのような方が社長
になるということは、始めありえないと思った
わけですよ。高本さんも、僕のような人間がテレ
ビに出て、こんな話をしているというのもあり
えないと思うと思いますが、「変えたい」という
思いがある人は変えられると思うんです。「変え
たい」という思いがあっても、何かが動かないと
変わらないので、「俺一人がやっても変わらない
よ」というのではなく、「俺一人がやれば変わっ
ていく」という人がたくさんいれば、変わってい
くので、僕はそうしたいな、と。「変わらないか
らどうしよう」じゃない「変わらないけど、変え
るよ」という気持ちが僕にはある。高本さんも、
潮さんも、川井さんもあると思う。こういうとこ
ろに来て僕が話をするのも、そういう思いを人
に伝えたくて、そう思ってほしくて。僕の言って
いることが全部正しいと思わないですよ。皆さ
んも、自分で聞いて、いいと思ったものを取り入
れてもらえればいいと思うし、自分の意見とし
て吸い上げてもらえばいいと思うけど、そうい
うことを地道にやっていくしかないですよ。僕、
メディアの世界にいても、番組に出て、いろんな
ことを言いますけど、そんなことより、一人ひと
りに会って、サッカー教室やって、子どもと握手
して、子どもと一緒に話をして、お父さん、お母
さんと話をして写真を撮って楽しくサッカー
やって帰れたら、その人たち、一生、僕のことを
忘れないですよ、きっと。テレビで言うことよ
り、一人ひとりが思いを伝えていくことが実は
手っとり早くて、京都まで来て皆さんと話をし
て、ここにいる人たちは少なからず影響を受け
てくれるだろうし、そういう思いでテレビを見
てくれるのだろし、スポーツを見てくれるだろ
うし、そういう人たちを増やしたいんです。一
枚、一枚引っ繰り返していかないと、何十万人と

テレビでひっくり返せると思っていても、そん
なのありえないです。僕はそう思っていて、そう
いうふうにしていきたいと思います。
＜横山＞川井先生がおっしゃる公共の利益、福
祉、憲法の基本的人権であること、それらとエン
ターテインメントは営業活動だということの整
合性が、今の議論だと思います。その中でリテラ
シーが一つのキーワードですね。今はそこが問
題だと思いますね。上の人とか、一人ひとりの努
力で、ということはその通りだと思います。そこ
でメディア・リテラシーをどういう形で進めて
いくことが望ましいか、川井先生はどうお考え
でしょうか？
＜川井＞先程の議論を受けて。誰もがスポーツ
が発展することを望んでいるが、なかなか行政
や国が動かない。学問分野として言われている
のはどうにかしてスポーツの価値を数値化でき
ないか、と。高本さんからも経済波及効果が15
億円だと、すごい金額が出ています。しかし金額
に換算できない部分もあります。国民、住民、地
方自治体、国、我々が共通の認識として「これだ
けの効果が上がる」と目に見える状態にして提
案していくことは一つの方法だと思いますが、
一方で、特に日本人という括りがいいかどうか
わかませんが、少なくとも今の日本は、あまりに
も短期的にものを考えすぎる。数値化して、いく
らというメリットが計れなければ、手を出さな
いという価値観自体がマイナス要因の最たると
ころかなと考えます。教育もそうですが、50年
後、100年後にどういう形でメリットが出てくる
か、中長期的な視点を、今、まさに日本は持つべ
きだろう、と。教育についてもスポーツにおいて
も、その通りだと思います。
　リテラシーについては、どういう視点をもっ
た上で報道を見ていくか、聴いていくかが重要
だと思います。我々はメディアを限られた電波
の中で見ていますし、新聞媒体にしても限られ
た中で読んでいます。これからはインターネッ
トの発展によって、もちろんネガティブな部分
も出てくると思いますが、誰もがブログで情報
を発信することができる。これまでの決まり
きったものとは違う意味での風を吹かせること
ができるかな、と。そういう意味ではそれを意図
しているかどうかは別にして、メディア・リテラ
シーは少なくとも今後はましになっていくかな
と若干思っていますが、そのへんは潮さん、どの
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ようにお考えなのか、伺いたいと思います。
＜潮＞うーん、難しいですね。すごく難しい問い
掛けなんですけど。
＜横山＞今後の可能性について。スポーツは情
の部分、数値化できないものに価値があるとい
うことですが、川井先生がご紹介されたように、
企業もCSRが求められまして、潮さんの話のよ
うに責任やアカウンタビリティを果たしてとい
うことがイギリスのスポーツ文化にはある、と。
日本はそれが、まだない、と。今後、我々が考え
ないといけないのはビジネスとして捉えるとい
うこともマーケティングとして大事かと思いま
すが、それはそれで押さえながら、しかしそれで
すべてが網羅できないわけで、スポーツが社会
的貢献にどう入っていくか。それを数値化して
いこうという動きも出てきて、SRIという考え方
で社会的貢献している企業を数値化していき、
そこにいろんな投資を集めていこうとなれば、
スポーツ・フォー・オールで皆さんの力で何とか
なっていくだろう、と。
　もう一つ、これは個人的な考えですが、可能性
は少ないし、議論もあるかと思いますが、スポー
ツは公共性が高いもので国の一人ひとりに関わ
る文化だとなれば、税制の中で、優遇できない
か。いつも欠如モデルになって「そんなところで
はない、もっと社会的弱者がある」とか、議論が
出された時、スポーツは「そら、そうだな」とま
な板に乗ってこないのですが、じゃ、だめでも一
応議論してみようというスタンスが、まだ日本
にはないのではないかなと思います。
　そこで今日の議論のエンターテインメントで
す。人によっていろんな捉え方があると思いま
すが、スポーツが生活文化になっていない。娯楽
は日本の中では生真面目な国民性も災いしてい
るのではないかと思いますが、そういう意味で
もスポーツ文化ということが、今後のキーワー
ドとして益々重要となるのではないかなと考え
ます。

＜横山＞では、最後、一人１分間でまとめていた
だきたいと思います。中西さんから。
＜中西＞楽しく３時間過ごさせていただきまし
た。僕自身、いろんな人に会うのは趣味みたいな
もので、新しい人に出会えば新しい人生を踏み
出せるわけで、人の意見を聞けば、また新しい自
分に変われるというのが僕の日々の楽しみであ

ります。変わっていけることが僕にとっては大
事なことなので、日々自分自身に、ウィンドーズ
アップデートじゃないですが、自己更新してい
けるような毎日でありたいと思っているので、
日々進化したサッカー解説を心掛けていきたい
と思います。今日の感想としては高本さんは、こ
んなに真面目だったんだ、と（笑）。僕が大学２
年で高本さんが４年の頃は、人の上に立つよう
なことをするのが特に嫌いな人だったし、まさ
かこんな経営のことを一生懸命考えている人だ
と思わなかったので、しかも言っていることは
すごい理に叶っていることを言っていて、徳島
ヴォルティスは将来明るいなと思っちゃいまし
た。はい、ほんとそう思いました。楽しかったで
す。ありがとうございました。
＜潮＞もともとは私もサッカーをやっていて、
いくつかのチームから卒業する時、誘われまし
たけど、当時まだプロリーグが見えてなくて、ス
ポーツに長く携わりたいと思ってこの世界に入
りました。その時からずっと感じていることを
今日、改めて初心に帰るじゃないですけど、ス
ポーツの選手だけでなく、スポーツの地位、意味
を高めていきたいと思って、この仕事を始めた
のを改めて思い出しまして、もう一回、シャンと
しないといけないなと感じています。ありがと
うございました。
＜高本＞ここに来られている若い方たち、また
スポーツコメンテーターとか新聞記者とか球団
の形で、いろんな形で携わりたいと思われてい
る方が何人かおられると思いますが、その時も
球団とメディアとの関係は同じような論議が繰
り返されると思います。その時に自分たち一人
ひとりが、新しいことを考えて、また論議して
いっていただけたらいいと思います。ぜひス
ポーツの世界に入ってきていただけたらと思い
ます。どうもありがとうございました。
＜川井＞代打として参上したわけですが、私に
とっては大変活躍されている３人の方と一緒に
並ばせていただき、うれしく思っています。ス
ポーツをこれからどういうふうに文化的に発展
させていくかについて意見を述べさせていただ
きましたが、我々一人ひとりが中長期的に先を
見てスポーツを心底愛することかできるかどう
かにかかっているのかな、と。そういう気持ちを
持っている方々が、こうして活躍していかれる。
中西さんが「このプレーはここが頭がいいんだ」
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と一言発していただくだけで、「あ、サッカー選
手は頭がいいんだ」、と。それを我々が受けてい
くことが好循環を生みますし、我々もそういう
見方をする意味でのメディア・リテラシーがで
きていくと思います。我々がやっていることは
決して無駄なことではないと思います。またエ
ンターテインメントの意味では、ここにこれだ
けのたくさんの方が集まっていただいたわけで
すが、この３人の方がいなくても、このテーマで
これくらいの人が集まっていただけるように
我々も研究者として頑張っていく必要があると
思います。そういう学生をゼミ生として、これか

ら育てていきたいと思っています。ありがとう
ございました。
＜横山＞ありがとうございました。結論として
は、スポーツ人は頭が悪くはないんだというこ
とが今日の確認だと思います。そういう認識を
持っていただくことで、メディアに期待したい
のは「市民の関心を掘り起こしていただきたい」
ということです。これを最後のまとめにさせて
いただきます。それでは皆さん、長時間、どうも
ありがとうございました。先生方、どうもありが
とうございました。これで閉会といたします。


